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第
十
二
回
李
登
輝
学
校
研
修
団
（
高た
か

松ま
つ

好よ
し

夫お

団
長
・
藤ふ
じ

原わ
ら

一か
ず

雅ま
さ

副
団
長
）
は
、
十
月
三

十
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
四
泊
五
日
の
日

程
で
開
催
さ
れ
た
。
去
る
九
月
に
来
日
さ
れ

た
李
登
輝
先
生
は
ご
健
康
を
回
復
さ
れ
、
東

京
、
高
知
、
熊
本
を
巡
り
、
ご
講
演
も
こ
な

さ
れ
て
い
る
。
再
び
李
先
生
に
お
目
に
掛
か

り
、
各
界
の
先
生
方
の
ご
講
義
を
拝
聴
し
よ

う
と
、
熱
意
あ
る
三
十
九
名
が
参
加
し
た
。

■

第
１
日
・
10
月
30
日（
金
）

正
午
過
ぎ
よ
り
桃
園
空
港
に
日
本
各
地
か

ら
研
修
生
が
集
ま
り
、
宿
泊
先
の
淡
水
中
信

大
飯
店
で
現
地
参
加
者
と
合
流
。
参
加
者
は

二
十
二
歳
か
ら
八
十
五
歳
ま
で
、
学
生
・
親

子
・
夫
婦
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

ほ
ど
な
く
台
北
の
台
湾
団
結
聯
盟
の
パ
ー

テ
ィ
会
場
へ
バ
ス
で
向
か
う
。
開
会
し
て
間

も
な
く
李
登
輝
元
総
統
が
登
壇
さ
れ
、
約
三

十
分
に
亘
っ
て
迫
力
に
溢
れ
る
ス
ピ
ー
チ
を

さ
れ
た
。
こ
こ
で
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
（
エ
ク
フ
ァ
、

両
岸
経
済
協
力
枠
組
み
協
定
）
反
対
の
声
が

聞
か
れ
た
。
こ
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
が
今
回
の
研
修

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

■

第
２
日
・
10
月
31
日（
土
）

研
修
は
宿
泊
先
か
ら
徒
歩
五
分
ほ
ど
の
群

策
会
の
ビ
ル
の
一
室
で
行
わ
れ
た
。
初
め
に

郭
生
玉
・
李
登
輝
学
校
教
頭
か
ら
歓
迎
の
挨

拶
を
受
け
た
。

最
初
の
講
義
は
、
鄭て
い

清せ
い

文ぶ
ん

先
生
（
作
家
）

に
よ
る
「
台
湾
の
文
学
」。
そ
の
特
徴
は
自

分
の
郷
土
や
生
活
、
抵
抗
の
歴
史
を
写
実
的

に
描
く
も
の
で
あ
る
。
対
し
て
中
国
文
学
は

古
典
に
偏
る
た
め
考
え
方
が
現
代
と
ず
れ
、

恋
愛
を
語
ら
ず
、
魅
力
に
欠
け
る
。
中
国
の

文
学
か
ら
学
ぶ
も
の
は
な
い
と
手
厳
し
い
。

次
は
羅ら

福ふ
く

全ぜ
ん

先
生
（
元
亜
東
関
係
協
会
会

長
）
の
講
義
「
世
界
情
勢
の
中
の
台
湾
」。

馬
英
九
は
傾
中
し
て
お
り
、
中
国
と
Ｅ
Ｃ
Ｆ

Ａ
を
結
ぶ
恐
れ
が
あ
る
。
だ
が
日
米
は
「
現

状
維
持
」（
台
湾
は
中
国
の
一
部
で
は
な
い
）

の
立
場
だ
。
日
米
同
盟
が
中
国
と
の
力
の
均

衡
を
保
ち
、
台
湾
の
安
全
保
障
上
の
傘
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。
日
本
に
は
日
米
同
盟
を

保
持
し
て
ほ
し
い
、
と
要
望
し
た
。

午
後
は
黄こ
う
し
ょ
う
ど
う

昭
堂
先
生
（
台
湾
独
立
建
国
聯

盟
主
席
）
の
講
義
「
馬
総
統
下
の
台
湾
の
状

況
」
か
ら
。
台
湾
人
意
識
調
査
「
自
分
は
台

湾
人
か
中
国
人
か
」「
独
立
か
統
一
か
」
の

結
果
が
面
白
い
。「
自
分
は
台
湾
人
」
と
い

う
人
が
馬
政
権
発
足
後
も
増
え
続
け
五
〇
・

八
％
に
上
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
独
立
派
」

も
増
え
、
〇
九
年
に
は
「
統
一
派
」
九
・
五

％
に
対
し
「
独
立
派
」
が
二
二
・
〇
％
に
。

台
湾
人
は
「
台
湾
人
意
識
」「
独
立
」
を
志

向
し
て
お
り
、
馬
政
権
を
意
識
し
な
く
て
も

李
校
長
と
日
台
が
直
面
す
る

困
難
打
開
を
探
る

本
会
事
務
局

佐さ

藤と
う　

和か
ず

代よ

第
十
二
回
李
登
輝
学
校
研
修
団
レ
ポ
ー
ト

金門島の翟山坑道を視察
（11月2日）
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よ
い
と
の
楽
観
論
を
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
台
湾
李
登
輝
之
友
会
の
理
事
長
に

就
任
し
た
ば
か
り
の
蔡さ
い

焜こ
ん

燦さ
ん

先
生
も
挨
拶
。

折
し
も
こ
の
日
は
、
蔣
介
石
の
誕
生
日
。
流

刑
の
地
「
火
焼
島
（
緑
島
）」
に
お
い
て
、

あ
る
年
の
今
日
「
今
日
は
休
み
だ
」
と
言
わ

れ
、
政
治
犯
の
一
人
が
「
拝パ
イ
ク
イ幾
（
今
日
は
何

曜
日
？
）」
と
訊
い
た
。
そ
の
「
拝
幾
」
が

「
拝
鬼
（
鬼
＝
蔣
介
石
）
と
同
じ
発
音
だ
っ

た
た
め
、
蒋
を
誹
謗
し
た
と
し
て
そ
の
刑
が

三
年
延
び
た
と
い
う
話
を
紹
介
さ
れ
た
。

「
私
は
中
国
を
信
じ
な
い
」
と
仰
る
蔡
先
生

の
厳
し
さ
を
垣
間
見
る
思
い
が
し
た
。

こ
の
日
最
後
の
講
義
は
呉ご

明め
い

義ぎ

先
生
（
玉

山
神
学
院
元
院
長
）
の
「
台
湾
原
住
民
の
歴

史
」。
今
回
初
講
義
と
な
る
呉
先
生
は
ス
ラ

イ
ド
を
使
わ
れ
て
、
終
始
丁
寧
に
説
明
さ
れ

た
。
台
湾
原
住
民
発
祥
説
に
は
①
海
外
発

祥
、
②
大
陸
発
祥
、
③
台
湾
本
土
発
祥
の
三

説
あ
る
そ
う
だ
。
講
義
後
、
呉
先
生
は
日
本

の
歌
を
披
露
。
そ
の
歌
声
に
ア
ミ
族
の
血
を

一
同
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

夕
食
会
は
レ
ス
ト
ラ
ン「
機
上
」で
開
催
。

映
画
「
台
湾
人
生
」
に
出
演
さ
れ
た
蕭し
ょ
う
き
ん
ぶ
ん

錦
文

氏
が
訪
れ
、
参
加
者
と
歓
談
さ
れ
た
。

■

第
３
日
・
11
月
１
日（
日
）

午
前
中
は
講
義
、
午
後
は
野
外
研
修
の

地
・
金
門
島
に
発
つ
、
と
い
う
の
で
こ
の
日

は
研
修
生
も
朝
か
ら
落
ち
着
か
な
い
様
子
。

最
初
の
講
義
は
林り
ん
め
い
と
く

明
徳
先
生
（
台
湾
師
範

大
学
教
授
）
の
「
台
湾
主
体
性
の
追
求
」。

台
湾
人
の
自
主
性
の
芽
生
え
は
日
本
統
治

時
代
。
そ
し
て
二
二
八
事
件
に
よ
り
、
そ
れ

は
は
っ
き
り
認
識
さ
れ
た
。
私
達
が
台
湾
の

主
体
性
を
求
め
る
の
は
、
未
だ
台
湾
は
法
律

上
独
立
し
て
い
な
い
か
ら
で
、
こ
の
状
態
を

憲
法
改
正
で
正
常
化
す
る
こ
と
が
目
標
だ
。

優
し
い
お
顔
立
ち
の
先
生
の
胸
の
裡
に
秘
め

る
も
の
の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

次
の
講
義
は
黄こ
う
て
ん
り
ん

天
麟
先
生
（
第
一
商
業
銀

行
元
頭
取
）
の
「
台
湾
の
経
済
と
Ｅ
Ｃ
Ｆ

Ａ
」。
小
さ
な
経
済
体
が
大
き
な
経
済
体
に

吸
収
さ
れ
る
こ
と
を
「
周
辺
化
」
と
い
う

が
、
台
湾
が
中
国
と
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
を
締
結
す
れ

ば
政
治
や
文
化
面
も
周
辺
化
現
象
を
起
こ

し
、
終
極
的
に
は
統
一
の
危
険
性
が
出
て
く

る
。
台
湾
は
日
本
・
韓
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・

羅福全先生（10月31日）

黄昭堂先生（10月31日）

蔡焜燦先生（10月31日）

鄭清文先生（右が高松好夫団長、左が藤原一雅
副団長　10月31日）
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欧
米
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
び
、
中
国
一
極
構
造
は

避
け
る
べ
き
だ
ろ
う
、
と
指
摘
さ
れ
た
。

講
義
を
終
え
た
研
修
団
は
金
門
島
へ
。
金

門
島
は
台
湾
本
島
か
ら
約
三
〇
〇
キ
ロ
、
福

建
省
の
厦ア

門モ
イ

ま
で
僅
か
数
キ
ロ
と
い
う
位
置

に
あ
る
、
国
共
内
戦
の
最
前
線
だ
っ
た
地
。

戦
役
の
傷
跡
と
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た
台
湾

の
歴
史
に
思
い
が
至
る
島
で
あ
る
。
松
山
空

港
か
ら
飛
行
機
で
約
一
時
間
、
風ふ
う

獅し

爺や

（
獅

子
の
形
の
風
神
）
が
迎
え
て
く
れ
た
。

バ
ス
で
莒ろ

光こ
う

楼ろ
う

へ
。
こ
こ
は
莒
光
湖
を
望

む
高
台
に
建
つ
楼
閣
で
、
中
国
風
の
宮
殿
を

模
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
塔
は
一
九
五
二
年
に
金

門
の
戦
い
で
戦
果
を
収
め
た
将
軍
の
栄
誉
を

称
え
て
建
て
ら
れ
た
も
の
。

日
が
暮
れ
て
一
行
は
海
鮮
料
理
の
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
。
高こ
う
り
ゃ
ん
し
ゅ

粱
酒
や
美
味
し
い
金
門
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
、
研
修
生
同
士
も
す
っ
か
り
打

ち
解
け
た
雰
囲
気
に
。

■

第
４
日
・
11
月
２
日（
月
）

今
日
は
終
日
、
金
門
島
で
野
外
研
修
。
快

晴
で
、
風
は
強
い
が
寒
く
は
な
い

ま
ず
向
か
っ
た
の
は
太た
い

武ぶ

山ざ
ん

。
島
の
ほ
ぼ

中
央
に
あ
る
標
高
二
五
三
メ
ー
ト
ル
の
山
。

形
が
兜か
ぶ
とに
似
て
い
る
の
で
太
武
と
名
付
け
ら

れ
た
。「
太
武
山
公
墓
」
の
門
近
く
で
バ
ス

を
降
り
る
。「
国
民
革
命
軍
陣
亡
將
士
紀
念

碑
」
が
聳
え
立
ち
、
奥
に
は
「
太
武
忠
烈

祠
」
の
建
物
が
見
え
た
。
そ
こ
を
過
ぎ
る
と

登
山
道
に
な
る
。
歩
道
は
広
く
、
舗
装
さ
れ

て
い
て
年
配
者
に
も
登
り
や
す
い
。

頂
上
か
ら
は
料
羅
湾
が
見
下
せ
、
左
に
料

羅
港
に
突
き
出
た
岬
が
見
え
る
。
右
の
先
は

翟
山
へ
と
つ
な
が
り
厦
門
に
近
く
な
る
。

蔣
介
石
が
書
い
た
と
い
う
「
毋
忘
在
莒
」

の
大
き
な
石
碑
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
戦
国
時

代
、
燕
の
国
に
最
後
の
領
地
ま
で
攻
め
込
ま

れ
た
斉
の
国
が
逆
転
勝
利
を
収
め
た
と
い
う

故
事
に
因
ん
だ
も
の
。「
今
我
々
が
莒
に
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
戒
め
励

ま
し
て
い
る
言
葉
だ
そ
う
だ
。

次
は
「
八
二
三
戦
史
館
」。
館
外
に
は
参

戦
し
た
戦
車
、
飛
行
機
、
大
砲
な
ど
の
兵
器

が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
八
年
八
月
二

十
三
日
か
ら
十
月
五
日
に
か
け
て
中
華
人
民

共
和
国
が
中
華
民
国
を
砲
撃
し
た
「
八
二
三

砲
戦
」
の
記
念
館
だ
。
そ
の
砲
弾
の
数
は
、

共
産
党
軍
が
四
十
七
万
四
千
九
百
十
発
、
国

民
党
軍
七
万
四
千
八
百
八
十
九
発
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
砲
弾
で
作
ら
れ
た
包
丁
は
金
門

の
名
産
だ
。
戦
史
館
に
は
当
時
の
武
器
や
文

物
や
写
真
、
絵
画
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
戦
役

の
惨
烈
さ
が
感
じ
取
れ
る
。

山
后
民
俗
文
化
村
（
金
門
民
俗
文
化
村
）

は
二
〇
世
紀
初
頭
の
清
代
に
建
て
ら
れ
た
福

建
省
南
部
の
伝
統
建
築
様
式
で
あ
る
二
進
式

双
落
建
築
が
立
ち
並
び
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の

よ
う
。
赤
い
瓦
屋
根
、
煉れ
ん

瓦が

と
白
壁
の
家
屋

が
十
八
棟
も
整
然
と
続
き
、
歩
道
や
中
庭
に

も
煉
瓦
や
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
。

次
は
「
馬ま

山さ
ん

観
測
所
」。
地
下
坑
道
を
歩

い
て
五
分
位
で
観
測
所
に
着
く
。
肉
眼
で
も

対
岸
が
見
え
る
が
、
望
遠
鏡
を
覗
く
と
対
岸

の
建
物
が
よ
く
見
え
た
。
こ
こ
で
は
何
と
携

帯
電
話
が「
中
国
エ
リ
ア
」を
示
し
て
い
た
。

最
後
の
見
学
地
は
「
翟
山
坑
道
」。
こ
こ

は
金
門
島
の
地
下
要
塞
の
中
で
最
も
有
名

だ
。
花
崗
岩
を
く
り
抜
い
て
作
ら
れ
た
幅
六
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メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

一
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
翟
山
坑
道
に
は
常
時
四

十
二
隻
の
ボ
ー
ト
が
停
泊
で
き
た
と
い
う
。

階
段
を
降
り
る
と
、
ひ
ん
や
り
と
し
て
薄
暗

い
。
坑
道
沿
い
の
ラ
イ
ト
が
凸
凹
の
岩
壁
と

青
緑
色
の
水
面
を
照
ら
し
て
い
た
。

見
学
終
了
後
は
駆
け
足
で
土
産
物
店
を
回

っ
た
。
貢
糖
（
ピ
ー
ナ
ツ
菓
子
）、
素
麺
、

包
丁
、
そ
し
て
高
粱
酒
。
皆
さ
ん
大
荷
物
を

抱
え
て
淡
水
に
戻
っ
た
。
明
日
の
特
別
講
義

へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
く
。

■

第
５
日
・
11
月
３
日（
日
）

研
修
も
最
終
日
を
迎
え
た
。
お
待
ち
か
ね

の
李
登
輝
校
長
の
特
別
講
義
で
あ
る
。
テ
ー

マ
は
「
台
湾
が
直
面
す
る
困
難
」。
李
校
長

は
初
め
に
「
金
門
島
は
如
何
で
し
た
か
」
と

優
し
い
言
葉
を
か
け
て
下
さ
っ
た
。
そ
し
て

日
本
の
鳩
山
政
権
と
台
湾
の
馬
政
権
を
引
き

比
べ
、
両
国
の
行
方
に
疑
問
を
呈
さ
れ
た
。

李
校
長
は
総
統
時
代
に
動
員
戡か
ん

乱ら
ん

時
期
臨

時
条
款
を
停
止
さ
せ
、
国
共
内
戦
を
終
結
。

九
六
年
に
は
憲
法
改
正
し
、
人
民
に
よ
る
総

統
直
接
選
挙
、
と
着
実
に
民
主
化
の
道
を
進

ら
れ
め
た
。
し
か
し
馬
総
統
は
、
存
在
し
な

い
「
九
二
共
識
」（
両
岸
は
一
つ
の
中
国
と

い
う
国
共
共
同
の
認
識
）
を
持
ち
出
し
、
人

民
を
不
安
に
陥
れ
た
。
そ
こ
で
李
校
長
は
、

「
い
ま
台
湾
に
必
要
な
の
は
、
台
湾
が
ど
の

よ
う
な
存
在
な
の
か
、
ど
こ
に
向
か
お
う
と

し
て
い
る
の
か
と
い
う
座
標
軸
を
指
導
者
が

打
ち
立
て
る
こ
と
だ
」
と
強
調
さ
れ
た
。

　

ま
た
「
台
湾
な
ら
で
は
の
鋭
い
見
識
で
、

中
国
の
現
実
の
姿
を
正
確
に
世
界
へ
伝
え
て

い
く
。
そ
れ
が
世
界
に
お
い
て
台
湾
の
存
在

感
を
高
め
る
。
世
界
の
中
で
独
自
の
自
画
像

を
描
き
、
そ
れ
を
力
強
く
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
台
湾
、
そ
し
て
日
本
に
求
め
ら

れ
る
最
大
の
義
務
」
と
も
喝
破
さ
れ
た
。

　

最
後
に
李
校
長
は
「
日
本
と
台
湾
は
力
を

合
わ
せ
、
両
国
の
た
め
に
お
互
い
努
力
を
し

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
大
拍
手
の

中
、
講
義
は
終
了
し
た
。
修
了
式
で
は
李
校

長
が
研
修
生
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
手

渡
さ
れ
た
。
実
り
多
き
五
日
間
は
研
修
生
の

心
に
深
く
刻
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

林明徳先生（11月1日）

黄天麟先生（11月１日）

李登輝先生（11月３日）

呉明義先生（10月31日）


